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ハンノキ（カバノキ科）榛の木 

 低地の湿地や水田のあぜ、低山の川沿いなどに生える落葉高木。雌雄同株で、雄花は早春に

長い穂状に垂れ下がった花をつける。果実は 10月頃小さな松かさ状の実となり、翌年の春ま

で残る。 
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梵珠山の自然情報！○開花 △蕾
つぼみ

 ×実 （2 月中旬～3 月中旬） 

植 物 

木 本 〇△マルバマンサク.3/14 

野 鳥 オオタカ・クマタカ（声）・ヤマドリ♂♀・アオシギ・オオアカゲラ・アカゲラ・ア

オゲラ・ヒヨドリ・ヒレンジャク・カワガラス・ツグミ・ミソサザイ・エナガ群れ・

コガラ・ヒガラ・シジュウカラ・ヤマガラ・ゴジュウカラ・マヒワ・ウソ・カケス・

ハシブトガラス・カワラヒワ （※3/2 カラ類やミソザサイの囀り始まる） 

哺乳類 テン（2/26.キャンプ場 3/13 トンボ谷地周辺）・タヌキ（2/14 キャンプ場）・ニ

ホンザル（2/16梵珠山集落入口 3/1４サワグルミの道入り口周辺）・キツネ（2/26

トンボ谷地周辺） 

昆 虫 セッケイカワゲラの仲間   ※旬の自然情報についてはお気軽にスタッフにお尋ねください 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

こんなおしゃれなマユもあるよ！ 

 

 葉が落ちた晩秋から早春にかけて、今までカモフラージュされて目につかなかった繭

たちが姿を現します。繭（まゆ）の中の蛹（さなぎ）はすでに羽化して殻だけが残さ

れています。この冬センター周辺でみつけたコクーンたちを紹介します。 

ウスタビガ（繭） 

ストラップ付のポシェットのよ

うな繭。黄緑色がとても目立ちま

す。 

ヤママユガ（繭） 
冬の抜け殻繭は、葉が落ちた枝に色

あせた繭だけがぶら下がっていま

す。この繭からとれた緑のシルクは

超高級品です。 

 

 

 

クスサン（繭） 

（別名：スカシダワラ） 

見ての通り茶色の網目状の繭

です。夏は表面に木の葉を貼り

付けています。 

【ウスタビガ（成虫）】 

ストラップ付のポシェッ

トのような繭。黄緑色が

とても目立ちます。 

【ヤママユガ（成虫）】 

ストラップ付のポシェッ

トのような繭。黄緑色が

とても目立ちます。 

【クスサン（成虫）】 

ストラップ付のポシェッ

トのような繭。黄緑色が

とても目立ちます。 
イラガ（繭） 

 

タテに白と茶色の線が入るとてもおしゃれな繭です。大きさは約１

㎝、さわると固く、これは寒い冬を乗り切り、また敵から身を守るた

めであるとされています。中では幼虫が冬越をしています。 
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撮影：2 月 26 日  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

 

 

 

 

 

 

これからの行事 
＊4 月 17 日（日）「日曜観察会①」講師は、長尾キヨさん（植物）齋藤信夫さん（寄生植物）針生倖

吉さん（野鳥）乗田利一さん（樹木）市田忠夫さん（昆虫）です。 

＊4 月 23 日（土）「梵珠の森・春のふれあいデー」～24 日（日） 

         早春の旬な花をガイドの案内で巡ります。（木登り体験・クラフト教室あり） 

＊4 月 30 日（土）「梵珠山撮影登山～見頃を迎えた花々たちをきれいに写真撮影します～」 

サポーターズ活動 

＊4 月 15 日（金）ミズバショウ湿地の倒木処理及び枯れ枝撤去作業を予定しています 

         時間は 9.30 から 12：00 まで。どなたでも気軽に参加できます 
※天候、その他の事情（コロナウイルス感染症拡大）により中止又は活動内容を変更する場合があります 

センターより 

＊「ぼんじゅ春の写真展」の作品を募集しています。出品をしていただける方は直接センターへ持参

をお願いします。出品規定についてはチラシをご覧ください。※写真展期間 5/20～6/20（月） 

＊新型コロナウイルス感染症に関する青森県対処方針を踏まえ、4 月 10 日（日）まで臨時休館を再

延長いたします。ご不便をおかけいたしますが、ご理解・ご協力のほどお願いいたします。 

＊今後も新型コロナウイルス感染状況により行事自体が中止になる可能性があります。開催の可否に

つきましては、当センターへお問い合わせいただくか、ホームページ等でご確認をお願いします。 

桜の芽を啄むウソ♂と♀2/25 

 

雪の上で餌を探すカワラヒワ 3/14 

囀り始めたヒガラ（上）と 

コガラ（下）3/2 

梵珠山に棲んでいる哺乳類のほとんどが夜行性で、日中はめったに出会

うことがありません。しかしフィールドサインから持ち主は誰かな？と想

像する楽しみがあります。真っ白なキャンパスには昨夜の動物たちの行動

が垣間見られます。今回、餌場にやって来たテン、ニホンザル、キツネな

どの撮影に成功！後に画像を確認したところ、テンの手の黒斑から２個体

がかわるがわる来ていたのがわかりました。。 

ん？ 

ワーイ！ 

食べていい？ 

“I can not stand it” 

 

完食！ 
あっ！ない・・・ 
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   センター観測 

          梵珠山の気象データ 

                 （観測地点 標高 160ｍ） 

    

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

昨年度のセンター観測地点の雪の経過（２/１～２/２８） 

累 計 積 雪 １０９cm 最 深 積 雪 １３５cm 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※このデータは、教育での利用を目的として記録したものです。教育以外には使用しないでくだ

さい。なお、防災上利用できるデータではありません。 

センター観測地点の雪の経過（2/１～2/29） 

累 計 積 雪 １８０cm 最 深 積 雪 ２２０cm 


